
川西町

大腸がん検診

コール・リコール



●大腸がん検診の状況大腸がん検診の状況大腸がん検診の状況大腸がん検診の状況



●大腸がん検診の実施形態大腸がん検診の実施形態大腸がん検診の実施形態大腸がん検診の実施形態

Ｈ２６Ｈ２６Ｈ２６Ｈ２６ Ｈ２５Ｈ２５Ｈ２５Ｈ２５

対象者 40歳以上の男女

自己負担額 500円（70歳以上は無料）

個別健診

（保健センターに提出）

7月14日、15日

9月24日、25日

10月14日、15日

12月11日、12日

計 ８日間

7月18日、19日

9月4日、5日

12月16日、17日

計 6日間

集団検診

（肺がん、胃がん、特定健診）

6月25日～28日

11月15日、17日

計 ６日間

6月20日～22日

11月16日

計 4日間

周知方法

広報

健康カレンダー（全戸配布）

個別受診勧奨・再勧奨

広報

健康カレンダー（全戸配布）



●川西町における本事業の流れ川西町における本事業の流れ川西町における本事業の流れ川西町における本事業の流れ

４月４月４月４月

個別通知個別通知個別通知個別通知

（全がん検診）（全がん検診）（全がん検診）（全がん検診）

８月８月８月８月

未受診者抽出未受診者抽出未受診者抽出未受診者抽出

（大腸がん検診）（大腸がん検診）（大腸がん検診）（大腸がん検診）

８月下旬８月下旬８月下旬８月下旬

未受診者への未受診者への未受診者への未受診者への

リコールリコールリコールリコール

（大腸がん検診）（大腸がん検診）（大腸がん検診）（大腸がん検診）

効果測定効果測定効果測定効果測定



●●●●個別通知個別通知個別通知個別通知

★工夫のポイント

①年代、性別でアドバイスをかえ

ることで、個人に訴求できるよう

にした。

②封筒にクイズをのせることで封

書をあけてもらえるようにした。

封筒にクイズ

通知に答え



●年代別・性別でアドバイスを変えて印刷年代別・性別でアドバイスを変えて印刷年代別・性別でアドバイスを変えて印刷年代別・性別でアドバイスを変えて印刷



●再通知（大腸がん検診）再通知（大腸がん検診）再通知（大腸がん検診）再通知（大腸がん検診）



●取組内容取組内容取組内容取組内容

■４月に40～69歳の男女（3,598人）に、がん検診個別案内を送付し

た。 ＊個別＊個別＊個別＊個別案内送付は、案内送付は、案内送付は、案内送付は、今年度が初めてである。今年度が初めてである。今年度が初めてである。今年度が初めてである。

■6･7月の検診終了後、大腸がん検診の未受診者を抽出し、国立がん研

究センターがん研究開発費｢ソーシャルマーケティングを活用したが

ん予防行動及びがん検診受診行動の普及に関する研究｣研究班開発の

リーフレットを活用してリーフレットを作成した。

■3,373人に再勧奨リーフレットと検診申込兼アンケートのハガキを

同封し、意向調査を行った。

■大腸がん検診の受診者を対象に、「がん検診に関するアンケート調

査」を実施。



●個別受診勧奨・再勧奨モデル事業取組結果①個別受診勧奨・再勧奨モデル事業取組結果①個別受診勧奨・再勧奨モデル事業取組結果①個別受診勧奨・再勧奨モデル事業取組結果①

■月間受診者数月間受診者数月間受診者数月間受診者数
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●個別受診勧奨・再勧奨モデル事業取組結果②個別受診勧奨・再勧奨モデル事業取組結果②個別受診勧奨・再勧奨モデル事業取組結果②個別受診勧奨・再勧奨モデル事業取組結果②

■年代年代年代年代別受診者数の比較別受診者数の比較別受診者数の比較別受診者数の比較

3.3倍

2.3倍

2.2倍

2.4倍
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40代代代代の受診数のの受診数のの受診数のの受診数の

伸び率が高い伸び率が高い伸び率が高い伸び率が高い！！！！



●個別個別個別個別受診勧奨・再勧奨モデル事業取組受診勧奨・再勧奨モデル事業取組受診勧奨・再勧奨モデル事業取組受診勧奨・再勧奨モデル事業取組結果③結果③結果③結果③

■個別、集団（セット）個別、集団（セット）個別、集団（セット）個別、集団（セット）検診における新規・継続比較検診における新規・継続比較検診における新規・継続比較検診における新規・継続比較

個別検診のほうが新規

受診者が多い。

238（87.5%）
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【【【【個別・集団検診の新規・継続の割合個別・集団検診の新規・継続の割合個別・集団検診の新規・継続の割合個別・集団検診の新規・継続の割合】】】】

新規 継続



●検診申込書検診申込書検診申込書検診申込書

兼アンケート兼アンケート兼アンケート兼アンケート

結果：ハガキの返信（563通）

回収率：16.7%

受診申込み（345通）

未受診理由（218通）

目的：大腸がん検診の受診意向及び

未受診理由を把握する目的で

実施。

対象：3,373人

方法：大腸がん検診の再勧奨を通知

する際にハガキ（左記）を同封



●検診申込書兼アンケート 集計結果①
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【【【【図図図図 町の大腸がん検診を受診しない理由町の大腸がん検診を受診しない理由町の大腸がん検診を受診しない理由町の大腸がん検診を受診しない理由】】】】

職場にて受診 人間ドック受診 治療中・経過観察中 その他

40～59歳の約

80～90%は、

職場や人間

ドックで受診し

ている。

欠診理由を、返信してく

れる人は、このように受

診（検診）の機会がある

が、ハガキの返信がな

い人は、同様に受診機

会があるのか？



●がん検診に関するアンケート調査がん検診に関するアンケート調査がん検診に関するアンケート調査がん検診に関するアンケート調査

目的：検診受診につながる周知方法や情報提供に役立てる。

受診日設定の計画に役立てる目的で実施。

対象/方法：アンケート用紙１ 対象者：381人

６～10月の受診者へ郵送、返信により回収。

アンケート用紙２ 対象者：217人

11月・12月の受診者に問診表と送付､検体提出時に回収。

内容：①検診の情報を得た周知方法

②検診を受けた理由

③がんへのイメージ

④大腸がん検診の受診間隔の周知度

⑤受診しやすい月・曜日・時間帯・方法

結果：アンケート１ 259人（内容①～⑤） 回収率：68.0％

アンケート２ 214人（内容①～③） 回収率：98.6％



大腸がん検診を受診した皆さまへ 
 川西町保健センター  

 がん検診に関するアンケート調査のお願い  日頃より、川西町の健康づくり行政にご協力をいただき、厚くお礼申しあげます。 この度、川西町では、がんの早期発見・早期治療につながる「がん検診」の受診率向上のため、今年度の受診者の皆様に、アンケートを実施することといたしました。 つきましては、大変お忙しいところお手数をおかけいたしますが、アンケートの趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。  回答をご記入後、このアンケートを同封の返信用封筒に入れて、1 月 29日（木）まで に郵便ポストに投函してください。また、過去の受診状況などとあわせて分析し、町民の健康づくりに役立てたいと考えておりますので、記名にご協力いただきますようお願い申し上げます。  フリガナ  氏     名  生年月日 昭和  年  月  日 性別 男 ・ 女  ●該当する数字に○をつけてください。 １．大腸がん検診は何で知り、受けましたか。（複数回答可） ① がん検診のご案内（4月にご自宅に郵送したもの）  ② 大腸がん検診のお知らせ（9月にご自宅へ郵送したもの）  ③ 町のホームページ  ④ 広報川西 ⑤ その他（                    ）   ２．大腸がん検診を受けた理由をお答えください。（複数回答可） ① 自分自身の健康管理のため ② 大腸がんの早期発見のため  ③ 大腸がん検診の案内がきたから  ④ 町が実施している検診に含まれていたから ⑤ 家族や友人に勧められたから ⑥ 大腸がんが気になる年齢になったら ⑦ 周囲にがんになった人がいるから ⑧ その他（             ）    

３．がんについてどのようなイメージをもっていますか。（１つのみ） ① こわくない ② どちらかといえばこわくない ③ どちらでもない ④ どちらかといえばこわい ⑤ こわい   ４．がん検診は、がんの早期発見・早期治療につながる検査だと思いますか。（１つのみ） ① そう思う ② どちらかといえばそう思う ③ どちらでもない ④ どちらかといえばそう思わない ⑤ そう思わない   ５．大腸がん検診の受診間隔は、1年に 1回を推奨していますが、ご存知でしたか。   （国の指針に準じて、川西町でも同様に推奨しています。） ① 知っていた ② 知らなかった  ６．がん検診を受ける場合、あなたにとって受けやすい曜日・時間帯・方法についてお尋ねします。 〔Ａ〕何月頃がうけやすいですか。  ① （       ）月 ② 特にない     〔Ｂ〕曜日 ① 平日（月・火・水・木・金） ＊特に受診しやすい曜日があれば、曜日にも○をしてください。② 土日祝日  〔Ｃ〕時間帯 ① 午前（８時～１２時台） ② 午後（１３時～１５時台） ③ 夕方（１６時～１８時台） ④ 夜間（１９時以降）  〔Ｄ〕方法 ① 集団検診（集団検診とは、他のがん検診も同時に受診できるセット検診方式です。） ② 個別検診（大腸がん検診のみを単独で実施し、保健センターに提出する方式です。）  ７．自由記入       ＊ご協力ありがとうございました。 

アンケート用紙１



アンケート用紙２

アンケートのお願い  40 歳から 69歳の方で大腸がんを申し込まれた方にお伺いしています。  氏     名  生年月日 昭和  年  月  日 性別 男 ・ 女  ●該当する数字に○をつけてください。 １．大腸がん検診は何で知り、受けましたか。（複数回答可） ① がん検診のご案内（4月にご自宅に郵送したもの）  ② 大腸がん検診のお知らせ（9月にご自宅へ郵送したもの）  ③ 町のホームページ  ④ 広報川西 ⑤ その他（                    ）  ２．大腸がん検診を受けた理由をお答えください。（複数回答可） ① 自分自身の健康管理のため ② 大腸がんの早期発見のため  ③ 大腸がん検診の案内がきたから  ④ 町が実施している検診に含まれていたから ⑤ 家族や友人に勧められたから ⑥ 大腸がんが気になる年齢になったら ⑦ 周囲にがんになった人がいるから ⑧ その他（             ）  ３．がんについてどのようなイメージをもっていますか。（１つのみ） ① こわくない ② どちらかといえばこわくない ③ どちらでもない ④ どちらかといえばこわい ⑤ こわい  ４．がん検診は、がんの早期発見・早期治療につながる検査だと思いますか。（１つのみ） ① そう思う ② どちらかといえばそう思う ③ どちらでもない ④ どちらかといえばそう思わない ⑤ そう思わない  ５．自由記入      ＊ご協力ありがとうございました。検診当日にご提出ください。＊ 



●がん検診に関するアンケート調査結果①
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無回答

【【【【大腸がん検診を受けた理由（複数回答）大腸がん検診を受けた理由（複数回答）大腸がん検診を受けた理由（複数回答）大腸がん検診を受けた理由（複数回答）】】】】
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【【【【図図図図 大腸がん検診を受けた理由大腸がん検診を受けた理由大腸がん検診を受けた理由大腸がん検診を受けた理由（受診状況別（受診状況別（受診状況別（受診状況別））））】】】】

（複数回答）（複数回答）（複数回答）（複数回答）

継続

新規

検診検診検診検診の案内の案内の案内の案内を

きっかけに受

診された方は、

新規の新規の新規の新規の32.2％％％％

を占めた。



●がん検診に関するアンケート調査結果②
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【【【【図図図図 大腸がん検診の受診間隔（大腸がん検診の受診間隔（大腸がん検診の受診間隔（大腸がん検診の受診間隔（1年年年年1回）回）回）回）をご存じをご存じをご存じをご存じですかですかですかですか】】】】

知っていた 知らなかった 無回答



●まとめ

★結果・考察★結果・考察★結果・考察★結果・考察

●コール・リコールは、受診者の増加に効果があり、特

に４０歳代の若い世代の受診行動につながりやすいと

考えられる。

●がんについて、“こわい”イメージを持っている方が

多い。早期発見・早期治療をすれば、治癒することを

啓発していく必要がある。

●大腸がん検診の受診間隔について、1年に1回は受診が

推奨されていることを、若い世代の半数以上が知らな

い。


